
82歳男性。

糖尿病と慢性心不全で他院に、前立腺癌で当院通院中であった。201X 年 1 月に咳嗽と呼吸苦を

主訴に受診し、左下葉肺炎と慢性心不全増悪の診断で入院加療を行い、軽快退院となった。同年

4 月に施行した胸部 CTにて左肺 S6に長径15mm程度の結節影が残存したため、気管支鏡検査

を施行した。内視鏡所見では左B6 b +cにポリープ状の病変を認め、同部の生検にて小細胞癌を認

めた。画像検査にて左肺門リンパ節と縦隔リンパ節の腫大を認め、臨床病期ⅢA期（cT1bN2M0）の

限局型肺小細胞癌と診断した。PS 3ではあったものの、小細胞癌のため化学療法を検討したが、

本人・家族と相談の上で積極的治療は行わないこととなった。経過観察中に血漿Pro-GRP 濃度

は徐々に低下し、左肺S6の結節影は縮小傾向を認めた。201X+1年 8 月の胸部 CTでは結節影は

消失し、腫大していた縦隔リンパ節も縮小を認めた。肺小細胞癌が自然消失することはまれであ

り、文献的考察を加えて報告する。
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